
大
正
問
卒
、
司
二
十
一
寸
前
一
一
喝
穂
便
均
品
ザ
ヘ
博
司
一
河
一
司
沼
崎
r

)
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禁

轄

載

論
醐

中
小
商
工
業
者
税
負
携
の
問
題
・
・
:
:
:
法
畢
博
士
神
戸
正
雄

利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て
・
:
:
・

;
j
i
-
-
文
皐
博
士
高
田
保
馬

叢

時

論

我
が
閣
に
於
け
る
地
震
保
険

白
百
告
案
亡
フ
パ
て

i
1
i
f
l
・-
i
-

同
町
章
博
士
小
島
昌
太
郎

河
川
章
一
空
工
谷
口
古
彦

珊
剛

中
立
貨
幣
の
理
論
・
:
:
・
・
:
・
・
:
:
空
主
主
一
谷
藤
一
郎

日
本
に
於
げ
る
金
矯
替
本
位
制
の
漉
鯵
・
間

2
2十
士

松

岡

孝

児

高
民
経
済
皐
と
閤
民
経
済
事
・
:
・
・
:
:
:
:
輝
君
で
士
白
杉
庄
一
郎

向
九

設

?f 

モ
ー
ル
ト
ン
の
運
輸
統
制
論

:
j
i
-
-
・
・
悦
~
千
世
吉
川
貫
二

所
得
税
に
闘
す
る
若
干
の
問
題
:
:
:
:
-
綬
湾
皐
士
柏
井
象
雄

附

川

錦

町

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題



利
子
生
産
カ
読
に
つ
い
て

第
四
十
一
巻

大
一
八

第
五
時
抽

O 

利
子
生
産
力
説
に

ーつ
U 、

て

Eコ
[i'司

田

保

，馬

利
子
の
限
界
庄
産
力
説
が
如
何
な
品
性
質
を
も
っ
色
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
が
如
何
な
る
形
に
於
て
主
張
し
得
ら
る
る
か
を
遁
べ
た
。
こ
〉
に
は

従
来
利
子
を
川
世
界
生
産
力
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
試
み
た
る
若
干
の
主
要
な
る
曲
学
説
に
就
い
て
吟
味
セ
加
へ
よ
う
と
思
ム
。
そ
の
主
要
な
る

も
の
は
、
ヲ
ュ
ヴ
ネ
ン
(
こ
れ
に
づ
い
て
は
間
取
に
説
、
♂
及
ん
だ
に
す
ザ
ね
て
《
エ
ム
、
ヴ
イ
ア
ク
セ
ル
で
あ
者
。
終

h
民
、
利
子
の
限
界
坐
摩

力
説
の
守
一
論
の
仕
方
そ
の
も
の
に
謝
す
る
批
評
を
と
b
上
げ
て
考
察
し
た
。
か
〈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
は
如
何
な
る
意
味
に
於
て
、
如
何

な
る
根
誠
日
よ
っ
て
、
利
子
の
限
界
生
産
力
説
を
と
る
か
を
明
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
小
論
に
於
て
漣
ぶ
る
と
こ
ろ
は
、
本
誌
九
月

時
刷
所
載
利
子
の
限
界
生
産
カ
説
の
内
容
を
前
提
と
し
て
ゐ
る
ョ

目

今
ま
で
に
あ
ら
は
れ
た
る
利
子
限
界
生
産
カ
説
に
は
め
ま
た
の
も
の
が
め
る
が
、
そ
の
中
最
も
控
目
せ
ら
る
ベ

き
も
の
は
ペ
エ
・
ム
バ
ワ
ア
ク
の
そ
れ
で
あ
る
。

、
、
、
.
、
、
、
、
、
、
、

ベ
エ
ム
は
市
場
に
於
け
る
利
子
歩
合
決
定
の
理
論
を
読
〈
に
際
し
、
所
謂
利
子
の
高
さ
の
積
極
的
法
則
を
述
べ

て
ゐ
る
。
共
取
扱
っ
て
ゐ
る
限
定
の
場
合
に
於
て
利
子
歩
合
は
一

O
M
m
に
定
ま
っ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
何
故
で
め

ペ
エ
ム
が
均
衡
鮪
を
勢
銀
五

0
0
、
期
間
六
年
に
認
め
た
る
所
以
は
か
う
で

る
か
。
問
題
と
す
る
場
合
に
於
て
、

あ
る
。
労
銀
が
こ
れ
よ
り
も
異
な
る
と
き
に
は
、
利
子
歩
合
の
最
大
で
あ
る
期
間
の
生
産
で
は
、
労
働
の
需
給
が

A
n
一
せ
ぬ
。
勢
銀
五

O
O
の
と
き
に
は
利
子
歩
合
の
最
大
な
る
期
間
炉
六
年
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
叫
労
働
の
需
給
が



相
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
で
此
場
合
、
利
子
歩
合
一

ouwで
あ
る
こ
と
に
劃
し
て
は
、
「
か
〉
る
生
産
期
間
以
外
に
均

衡
知
は
な
い
、
そ
こ
で
は
利
子
歩
合
が
一
O
%
と
な
っ
て
ゐ
る
、
」
と
い
ふ
消
極
的
な
る
説
明
が
加
へ
ら
る
る
民
主

ど
ま
っ
て
ゐ
る
。
何
故
に
一

o
u
m
に
定
ま
る
か
を
積
極
的
に
説
明
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
五
年
生
産
か
ら
六
年
生
産
に

う
つ
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
勢
働
の
生
産
力
は
三
O
を
ま
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
が
魚
に
新
に
必
要
と
せ
ら
る
る
費
本
は

年
男
銀
玉
O
O
の
字
分
、
二
五
O
で
あ
る
o

限
界
利
潤
率
、
即
ち
二
五
O
に
劃
す
る
三
O
の
比
は
一
二

μで
あ
る

同
様
に
し
て
、
六
年
生
産
か
ら
七
年
生
産
に
う
つ
る
場
合
の
限
界
利
潤
率
は
二
五
O
に
劃
す
る
二
O
、
帥
ち
八
%

一
一
一
r
%
と
八
%
と
の
中
間
.
一
O
%
に
於
て
利
子
は
定
ま
る
o

で
あ
る
。

々
c-守、、

ベ
旦
ム

mw
所
調
積
極
的
法
則
k
レ
ム
の
は
‘

:
1
9

、l
円

f
t
A
晶、
J
E
E
r
三
也
事
卜

i
]
;
州

坦

R

4

4

刷
彰
4
A
乍

U一
4
J
オ
U
-
R
9
4
E
j
カ
メ
且
H

つ
LOr
・
-
4
J
B
力

ら
、
利
子
炉
一
O
%
に
定
ま
る
、
と
い
ふ
説
明
e

伊
忠
思
味
す
る
で
あ
ら
う
。
七
J
3
F

、
こ
の
説
明
に
於
て
不
足
す
る
と

こ
ろ
は
か
う
で
あ
る
。
今
の
場
合
、
限
界
利
潤
率
が
約
一

C
M
m
に
な
る
が
、
そ
れ
が
卒
均
利
潤
率
い
等
し
い
。
そ

れ
故
に
、
こ
れ
が
均
衡
に
於
け
る
利
子
歩
合
で
め
る
。
こ
れ
ピ
け
の
こ
と
を
附
け
加
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
k
忠
ふ
。
限

界
利
潤
率
は
そ
れ
が
平
均
利
潤
率
主
一
致
す
る
が
故
に
の
み
、
そ
れ
は
均
衡
に
於
け
る
利
子
歩
舎
で
あ
り
得
る
。

而
し
て
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
き
に
は
、
ク
イ
ッ
ク
セ

Y
の
批
評
を
批
-
評
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ク
イ
ヅ
ク
セ

Y
に
よ
れ
ば
、
今
の
場
合
、
限
界
利
潤
卒
は
一
二
%
で
は
な
く
し
て
、
共
貫
一
O
%
で
あ
る
。
私

は
こ
れ
が
果
し
て
是
認
し
得
ら
る
る
か
を
疑
ふ
。
勿
論
六
年
か
ら
七
年
へ
の
生
産
期
間
延
長
に
基
く
利
潤
率
八
%

が
利
子
歩
合
の
決
定
に
劃
し
て
何
の
作
用
を
も
色
ち
得
ゴ
る
こ
と
、
此
賄
に
於
て
、
ベ
エ
ム
の
主
張
に
認
め
が
た

利
子
生
産
カ
設
に
つ
い
て

第
四
十
一
巻

六

九

第
五
就



澗
子
生
産
カ
設
に
つ
い
て

六
二

O

第
十
九
披

第
四
十
一
巻

き
も
の
の
存
す
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
今
の
場
合
、
五
年
生
産
か
ら
六
年
生
産
へ
の
一
生
産
期
間

延
長
に
伴
ふ
限
界
利
潤
率
は
果
し
て
一
O
%
で
あ
る
か
。
ク
イ
ッ
ク
セ

Y
は
い
ふ
。
此
場
合
二
五
O
の
限
界
資
本

に
劃
す
る
利
潤
は
三
O
に
非
争
心
て
二
五
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
五
年
生
産
か
ら
六
年
生
涯
に
う
つ
る
こ
と
に
よ

-
9
五
年
生
産
の
魚
に
用
ひ
ら
れ
た
る
一
接
働
者
賞
資
本
二
一
五

0
2
8
x
u
u
z
g
)
の
0
・四

μ
即
ち
五
だ
け
の

生
産
物
債
値
が
新
に
得
ら
る
る
か
ら
、
限
界
資
本
二
五
O
に
負
ふ
る
の
は
二
五

3

。l
u
H
円
以
)
だ
け
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
こ
の
ウ
'
イ
ッ

ク
セ

Y
の
見
方
セ
貫
け
ば
か
う
な
る

0
5
こ
を
と
っ
て
み
て
も
、
限
界
利
潤
率
い
か
平
均
利
一
間
れ
や
に

等
心
い
。
た
と
へ
ば
、
六
年
生
産
か
ら
七
年
生
産
に
う
つ
る
場
合
に
も
、
限
界
利
潤
率
は
や
は
り
九
・
七
O
で
あ
ら

ぅ
。
さ
き
の
二
O
に
、
六
年
生
産
の
場
合
か
ら
引
き
つ
い
で
ゐ
る
資
本
の
利
潤
率
が
一
O
%
か
ら
九
・
七
%
に
低

下
し
た
る
影
響
を
も
考
へ
合
せ
て
、
限
界
の
二
五
O
の
利
潤
を
二
O
で
な
く
、
約
二
四
・
四
と
見
な
げ
れ
ば
な
ら
向

か
ら
で
あ
る
。

hμ

、3
4
0

見
方
に
於
げ
る
限
界
利
潤
率
の
概
念
は
、
利
子
開
論
究
明
の
匁
に
何
の
役
に
も
立
ち
得
な

ぃ
。
か
う
見
て
端
本
る
と
d

ペ
エ
ム
の
見
解
は
ま
さ
し
く
、
利
子
の
限
界
生
産
力
説
で
あ
る
。
に
い
〉
、
限
界
利
潤
卒

一二

μ
が
利
子
歩
合
一
O
外
と
相
等
し
く
な
い
の
は
、
そ
の
所
謂
飴
剰
牧
盆
の
度
盛
が
一
年
ご
と
の
段
階
を
も
っ

て
居
り
、
従
っ
て
、
そ
れ
が
生
産
期
間
の
連
頑
的
な
る
撞
化
に
膝
や
る
牧
盆
郎
ち
生
産
力
の
連
績
的
な
る
費
化
を

示
さ
ざ
る
が
故
で
あ
る
。

要
す
る
に
ペ
エ
ム
に
あ
っ
て
は
、
利
子
歩
合
が
一
定
の
捗
銀
を
前
提
と
し
た
る
以
上
、
資
本
の
平
均
生
産
力
と

限
界
生
産
力
と
の
相
等
し
き
姑
に
於
て
定
ま
る
。
然
ら
ぱ
、
持
銀
の
高
き
は
如
何
に
し
て
定
ま
る
か
、
そ
の
定
ま

Knut Wicksel1， Wert， Kapital ll. Rente， S. 109 】[I，
Bdhrn-Bawerk， Positi ve TheωTie， s. 459 2) 



り
方
は
め

t
ま
で
受
動
的
で
あ
る
。
そ
の
存
在
数
量
が
や
が
て
供
給
数
量
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
の
全
部
が

供
給
せ
ら
れ
て
過
不
足
な
い
こ
と
を
一
の
僚
件
と
し
、
そ
の
労
銀
に
於
て
は
企
業
が
最
大
の
利
潤
を
あ
げ
待
る
こ

と
を
他
の
傑
件
と
し
て
、
生
産
期
間
が
定
ま
り
、
此
期
間
と
資
本
数
量
、
州
労
働
数
量
と
の
閥
係
か
ら
努
銀
が
定
ま

る
。
か
〉
る
意
味
に
於
て
、

ペ
エ
ム
の
利
子
歩
合
決
定
の
理
論
は
限
界
生
産
力
説
と
い
は
れ
得
る
。

ペ
エ
ム
は
、
利
子
の
高

3
.か
最
後
に
投
下
せ
ら
る
る
資
本
部
分
の
枚
議
力
に
依
存
す
る
と
い
ふ
チ
ユ
タ
ネ
ン
の

法
則
こ
そ
は
、
利
子
の
高
さ
の
決
定
の
仕
方
を
正
し
く
あ
ら
は
せ
る
・
も
の
で
め
る
と
い
ふ
。
け
れ
E
も
、
果
し
て

き
う
で
あ
ウ
る
か
。

ベ
エ
ム
に
め
つ
て
は
、
資
本
の
限
界
生
産
力
は
や
が
て
そ
の
平
均
生
産
力
に
等
し
い
。
従
っ
て

如
何
な
る
企
業
色
克
に
一
両
き
利
潤
磁
T
'

ず
の
ヤ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
一
事
情
一
に
な
っ
て
ゐ
る
。

全資本
の牧盆

最終資本
の収盆

あ
っ
て
は
さ
う
い
ふ
特
別
の
傑
件
は
な
く
、

0 

40 

72 

97.2 

116.8 

131.5 

142.2 

149.1 

153.6 

155.7 

156.。

0 

40 

R6 

:;2.4 

29.2 

26.3 

23.7 

21.3 

19.2 

17.3 

1.5.6 

生産量

101 

150 

186 

2]8・4

247.6 

273.9 

297.6 

318.9 

338.1 

345.4 

371.0 

資本
の董

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 T
A
 

利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て

-一

'
Z
6
J
メ
F

t
l
'
I
ζ
 
J

巾
J

ネ
シ
に

た
い
〉
資
本
の
存
在
量
と
そ
れ
の
限
界
生
産
力
と
の
闘
係
だ
げ
か
ら
、

利
子
の
高
さ
が
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

『
資
本
な
き
抽
労
働
者
は
従
来
、
一

O
の
収
金
含
も
う
て
ゐ
た
が
、
資
本
を
借
る
こ
と
に
よ

っ
t
資
本
を
悶
一
般
惑
に
保
ワ
費
用
合
差
引
き
、
な
ほ
一
五

O
の
生
産
を
な
し
得
品
。
差

の
四
O
は
資
本
に
よ
昌
生
産
増
分

(
V
P
F
E
E
g
m
Eふ
と
よ
ば
れ
る
。
こ
れ
は
借
入
資
本

に
封
し
組
織
的
に
支
梯
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
色
の
で
あ
り
、
葱
に
資
本
の
牧
金
或
は
利
子
の
費

生
を
見
る
。
』

而
し
て
こ
の
資
本
に
よ
る
生
産
増
分
は
一
資
本
の
量
を
ま
す
に
つ
れ
て
同
じ
割
合
を
以
て
増

加
す
る
色
の
で
は
な
く
‘
遮
滅
す
る
c

例
へ
ば
叫

O
か
ら
三
六
、
一
二
ニ
・
四
と
い
ふ
ふ
う
に
0

3
う
す
る
と
・
各
勢
働
者
が
一
様
に
第
一
の
資
本
を
以
て
抽
労
働
し
て
ゐ
る
時
、
第
二
の
資
本

第
四
十
一
巻

ム
ノ、

第
五
一
蹴

a. a. O. S. 457・3) 



利
子
生
産
力
説
仁
ア
い
て

第
四
十
一
巻

ム
ノ、

第
五
一
務

四

が
生
産
せ
ら
れ
て
各
労
働
者
に
行
き
亘
ら
ん
と
す
る
過
程
を
見
る
に
、
一
第
二
の
資
本
は
三
六
の
牧
盆
唱
し
貸
借
せ
ら
る
る
か
ら
、
借
手
は
こ
れ
を
借
b

て
第
一
の
資
本
合
返
さ
う
と
し
、
勢
ひ
第
一
の
資
木
の
牧
盆
色
一
一
一
六
に
従
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
o

か
く
て
資
本
は
一
様
に
、
第
二
の
資
本
の
庄

産
増
分
に
よ
っ
て
其
政
傘
令
規
定
せ
ら
れ
る
。
資
本
が
全
鵠
'
と
し
て
貸
什
の
場
A
Y

に
生
中
呂
政
余
は
、
最
後
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
責
木
部
分
の
生
産

力
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。

ベ
エ
ム
ほ
無
傑
件
に
此
利
子
歩
合
決
定
の
理
論
に
賛
同
し
て
ゐ
る
が
忍
は
突
の
諸
動
に
な
ほ
考
ふ
べ
き
問
題
が
め
る
と
思
っ
て
ゐ
る
。
資
本
と
し

て
資
本
財
だ
り
が
算
へ
ら
れ

τゐ
る
o

勢
銀
が
本
来
資
本
か
ら
支
排
は
る
闘
係
は
、
こ
〉
ド
考
慮

ω
巾
ド
入
っ
て
ゐ
な
い
。
突
い
例
へ
ば
資
本
が
す

べ
て
の
制
労
働
者
を
遁
じ
て
コ
単
位
だ
げ
で
め
る
と
い
ふ
と
き
、
最
終
資
本
の
取
盆
が
表
仁
示
し
た
£
が
如
き
も
の
で
め
ら
う
か
。
品
百
働
を
賀
入
る
る

、-今一、。
I
J
F
F

、
》
阻
ト
lh

、子、
h
k

♂日ト
γ
5
L
1部
V
l

，‘ト・〉、
d

O

4回
出

3
0章、
t
4
4
c
t
p
h

目
安
H
I
Z一一悶
d
c
t
t
E
T
i
H

一
O
以
上
の
持
銀
Mrhf1
抑
っ
て
労
働
を
吸
収
ノ
、
こ
れ
を
〕
て
資
木
の
竺
産
力

而
し

τ均
何
は
各
企
業
が
一
勢
働
常
h
二
単
位
の
資
木
bHU
舟
ひ
な
が
ら
、

『
口
弘
b
h
ふ
九
四

J
A叫
ヨ
フ

t
島

F
O
仁
泣
き
も
の
合
あ
げ
古
ゼ
ょ
う

と
し
な
い
で
あ
ら
う
D

7
;
t
 

4
「

;
I
;

限
界
利
潤
率
と
平
均
利
潤
牽
と
の
相
等
し
き
ま
で
に
持
銀
が
騰
貴
す
る
で
あ
ら
う
。

而
し
て
き
う
い
ふ
割
に
於
て
の
み
均
桝
げ
が
成
立
し
得
品
。
資
木

増
加
に
件
ふ
勢
銀
の
費
動
を
考
へ
ず
、
生
産
物
償
低
か
ら
、

利
子
が
定
ま
る
も
の
と
は
考
へ
符
ら
れ
ぬ
。
要
す
る
に
、
資
本
の
精
減
に
件
ム
勢
銀
の
場
動
を
前
提
。
と
せ
争
し
て
.

た
Y

一
定
の
補
償
部
分
の
み
を
差
引
き
て
得
ら
れ
た
る
最
終
資
本
の
地
盆
に
よ
っ
で
、

た
V
A

最
終
資
本
の
段
盆
に
げ
が

ら
利
子
歩
合
の
決
定
の
姿
を
求
む
る
こ
と
は
不
可
能
で
め
ら
う
。

尤
も
ベ
エ
ム
は
チ
ユ
ウ
ネ
ン
が
資
本
の
物
理
的
生
産
カ
を
認
め
、
そ
れ
が
資
木
消
耗
部
分
の
補
償
円
以
上
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
に
し
て
も

そ
れ
が
領
値
生
産
カ
を
煮
味
し
う
る
か
、
否
か
、
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
三
の
考
方
が
可
能
で
め
る
と
い
ふ
。
一
方
開
盾
に
よ
っ
て
庄
産
債
依
の
全
部

が
資
木
財
に
蹄
属
す
る
か
、
他
方
、
競
争
に
よ
っ
て
生
物
摩
債
値
の
中
に
於
げ
る
鈴
剰
が
抽
明
滅
し
て
し
ま
ふ
か
、
又
は
そ
の
何
れ
で
も
な
く
資
本
の

債
値
生
産
カ
が
存
摘
す
る
と
す
る
か
。
チ
ユ
ウ
ネ
ン
は
此
最
後
の
こ
と
を
事
貨
で
あ
る
と
認
め
畠
。
た
す
こ
れ
を
論
詮
し
よ
う
と
は
し
て
ゐ
な
い
。

げ
れ
ど
も
準
み
て
考
ふ
る
に
、
ベ
エ
ム
の
か
、
る
批
評
は
ナ
ユ
ウ
ネ
ン
の
前
提
を
十
分
に
顧
慮
し
な
い
こ
と
か
ら
昔
、
て
ゐ
る
o

f
品
ウ
ネ
シ
に
あ
っ

て
は
、
生
産
物
は
生
絹
資
料
た
る
穀
物
で
あ
b
、
而
も
そ
れ
の
一
定
量
が
領
値
の
尺
度
と
な
っ
て
ゐ
畠
。
き
う
で
あ
昌
以
上
、
物
理
的
生
産
カ
は
や

が
で
そ
れ
向
穂
償
也
生
産
力
で
は
な
い
か
。
競
争
に
よ
っ
て
除
剰
の
抽
明
滅
す
る
こ
と
は
金
〈
不
可
能
で
あ
る
。
今
の
場
合
競
争
の
直
接
な
る
結
果
と

し
て
生
産
物
債
値

ω減
少
す
べ
き
理
由
は
考
へ
ら
れ
ぬ
。
此
償
値
は
生
産
物
数
量
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
既
に
決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
院
麗
円
い
つ
い
て

も
、
此
場
令
、
ぞ
れ
の
十
分
に
行
は
れ
得

F
る
が
如
、
き
資
本
供
給
朕
態
が
俄
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
生
産
物
使
値
の
全
部
が
前
梯
せ
ら
れ
う
る
が
如
き

資
木
数
量
は
典
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
だ
げ
の
傑
件
を
認
め
る
と
き
に
は
、
ベ
エ
ム
の
批
評
そ
の
も
の
に
無
理
が
あ
る
と
思
は
れ
畠
。
ナ
ユ
申
牛

山田雄三チユウ宇シ分配論の研究-0七頁4) 



ン
の
利
子
理
論
に
は
、
更
に
詳
密
な
る
分
析
を
加
ふ
べ
き
複
雑
の
要
素
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
が
。
間
半
説
・
見
的
考
察
を
め

F
Z
Z
る
今
の
場
合
の

こ
と
で
あ
る
か
ら
こ
れ
以
上
立
入
る
ま
い
。

一一

利
子
の
限
界
生
産
力
説
の
最
も
整
へ
る
形
式
の
も
の
と
し
て
は
、
ク
イ
ッ
ク
セ

Y
の
利
子
読
を
あ
げ
得
ょ
う
。

ク
イ
ッ
ク
セ

Y
の
此
劫
に
闘
す
る
見
解
と
し
て
は
、

一
方
に
於
て
ペ
エ
ム
の
利
子
限
界
生
産
力
説
に
劃
す
る
批

許
他
方
に
於
て
は
共
特
有
の
見
解
の
叙
辿
ぞ
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

手
へ
且
』
の
限
界
生
産
力
説
的
見
解
の
批
評
に
つ
い
て
は
、
た
Y

次
の
こ
と
だ
け
を
述
ぷ
る
に
止
め
よ
う
。
，、ミ

ニt

相
)
リ
二

}
7
i
)
7
-
4
1
2
1
、

乙

J
れ
則

f
γ
1
1
ヨ
ロ
コ
二
j

リ
キ
号
制
ロ
，
ν
h
I
J
1
劃
む

一

ヌ

〈

「

I
t
(
1
I
I
I
-

削
L
利
子
は
資
本
の
限
界
生
産
力
に
於
て
定
4

え
る
と
い
ふ
の

γ
劉
し
て
、

カ-

う
考
へ
て
ゐ
る
。
利
子
は
、
若
し
勢
銀
が
一
定
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、

ベ
エ
ム
の
い
ふ
こ
と
は
正
し
い
、

t
y

ベ
エ
ム
の
限
界
生
産
力
の
計
算
の
仕
方
に
は
精
確
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
計
算
の
仕
方
の
誤
り
が
あ
る

と
は
考
へ
が
た
い
。
か
〈
考
へ
る
次
第
は
、
肢
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

最
も
注
目
す
べ
き
は
其
積
極
的
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
衣
の
如
く
に
要
約
せ
ら
れ
得
ょ
う
。
資
本
と
い
ふ
の
は

其
賞
、
古
き
原
本
生
産
財
(
努
働
左
士
地
の
用
き
で
あ
る
。
却
も
以
前
の
勢
働

l
l
rげ
を
と
っ
て
み
る
|
|
の

生
産
物
が
生
き
た
る
枇
労
働
と
結
び
つ
い
て
生
産
す
る
と
き
に
、
前
者
が
資
本
と
し
て
作
用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

結
局
資
本
と
い
ふ
の
は
接
働
の
古
い
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
生
産
期
間
の
長
き
に
よ
っ
て
一
m
単
位
の
労
働
嘗

り
の
生
産
物
債
依
が
逓
増
し
て
ゆ
く
。
こ
の
こ
と
は
資
本
と
い
ふ
古
い
勢
働
は
共
古
さ
に
臆
じ
て
生
産
力
が
高
い

利
子
生
産
カ
説
に
つ
い
て

第
四
十
一
巻

~ 
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第
五
競
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利
子
生
産
力
説
に
つ
い
で

第
ヤ
九
披

第
四
十
一
巻

一割』ノ、

ノ、

l坦l

と
み
る
べ
き
で
め
る
。
そ
こ
で
利
チ
は
何
か
と
い
ふ
と
、
州
労
働
の
限
界
生
産
力
と
、
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
持
働
、
印
ち

古
き
持
働
の
限
界
生
産
力
と
の
差
額
で
あ
る
。
今
、
蛍
年
の
州
労
働
合
ー
と
し
、
前
年
の
州
労
働
の
生
産
物
、
従
っ
て
一

年

rけ
貯
蓄
せ
ら
れ
に
る
批
労
働
を
h
と
し
、
二
年
忙
け
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
勢
働
を
し
『
L
し
す
る
。
順
次
此
の
如
〈
に

し
て
進
む
。
均
衡
股
蕗
に
於
で
は
、

L
1乙
ー
と
の
比
は
し
-
と
1
h
と
の
比
に
等
し
い
で
あ
ら
う
。
資
本
の
故
凡
品
川
F
L

ま
で
を
利
用
す
る
に
十
分
T
あ
る
と
き
に
は
、

此
ド
と
い
と
の
品
一
立
は

L
に
掛
す
る
利
子
で
め
り
、

ー
と
し
と
の
差

，5 

~'IJ 

主主一日、

5
t
v
助
L
4
奇
ト
ト
致
4
-
E
m
b
〔
ノ
山
了
氏

H
f
・コー、
J
2
与
助
政

t
tり
お
い
1
F
い
川
事

f
一一』
E
J
l
d
a
L
J
h市
ド

，

J
V
4
J
-
J
4
n唱
F
E
-
-
凶
仁
ヒ
}
同
貝
ヨ
E
J
1
i
s
n
J
l
町，

d
d
L
J
K制
ド
羽
白

F
E
E
t
r
L
v
d
ヨ
ノ
t
J
'
h
i
u
ノ
』
1

な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、

ベ
エ
ム
の
所
設
か
ら
容
易
に
知
h
ノ
得
ら
る
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
ほ
此
二
の
比
一
か
相
等

し
く
な
い
と
き
に
は
、
資
本
の
一
方
か
ら
他
方
へ
の
運
動
が
生
す
る
o
例
へ
ば
二
年
の
古
さ
は
一
年
の
古
き
二
に
分

割
せ
ら
る
る
や
う
に
。
か
く
し
て
、
全
資
本
は
各
年
の
古
さ
の
資
本
に
ま
で
、
利
子
歩
合
が
相
等
し
き
ゃ
う
に
分

配
せ
ら
れ
て
ゆ
く
。
此
場
合
、
利
r
ず
の
高
さ
は
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
期
間
仁
件
ふ
生
産
財
生
産
力
の
差
で
あ
名
。
ク

イ
ッ
ク
セ

Y
の
精
神
を
貫
き
通
し
て
い
ふ
と
、
利
子
は
生
産
財
の
古
き
郎
ち
共
貯
蓄
期
間
の
限
界
生
産
力
と
し
て

考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
だ
け
の
馳
に
つ
い
て
批
評
を
加
へ
ょ
う
。
此
場
合
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
捧
働
と
し
て
の

F
F
な
E
は
資
本
財

で
あ
る
が
、
現
貫
の
粧
稗
に
於
け
る
資
本
は
生
き
た
る
批
労
働
を
買
入
る
る
魚
に
も
利
用
せ
ら
れ
、
従
っ
て
労
働
の

債
格
も
ま
た
利
子
を
も
た
ら
す
。
こ
の
こ
と
が
ク
イ
ヴ
ク
セ

Y
の
見
解
の
中
仁
は
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
所
謂
営
期

の
勢
働
と
い
ふ
も
の
も
期
末
に
於
て
の
み
生
産
物
ぞ
生
宇
る
で
あ
ら
う
。
ぞ
れ
が
ペ
エ
ム
の
偲
定
し
た
る
如
〈
順
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次
に
投
下
せ
ら
る
る
も
の
と
す
れ
ば
、
卒
均
宇
期
間

rけ
の
古
さ
を
も
っ
て
は
じ
め
て
生
産
物
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
同
様
に
し
て

L
は
一
期
半
、

L
は
二
期
品
ナ
ザ
い
け
の
古
さ
を
も
っ
B

と
き
に
生
産
物
と
な
っ
て
あ
ら
は
れ
る
。
か

く
の
知
〈
に
修
訂
し
て
ゆ
く
な
ら
ば
、
利
子
は
・
ま
さ
に
、
資
本
の
古
さ
、
即
ち
生
産
財
の
貯
蓄
せ
ら
れ
に
る
期
間
の

生
産
物
と
し
て
考
へ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
た
Y
忍
は
生
産
の
構
造
に
つ
い
て
、

ペ
品
ム
・
ヲ
イ
ッ
ク
セ
U
F

な

ど
の
見
解
に
賛
同
し
待
な
い
か
ら
、
ぞ
れ
の
結
論
と
も
見
る
べ
き
、
此
利
子
論
に
承
服
し
得
な
い
o
ベ
エ
ム
・
ク
イ

ッ
ク
セ

Y
的
生
庵
構
造
を
認
な
る
限
り
、
利
子
は
生
産
財
の
古
き
、
即
ち
資
本
財
の
中
に
含
ま
る
る
と
こ
ろ
の
時
間

い
は
Y
待
望
の
偵
格
で
あ
り
、
此
時
間
の
限
界
生
産
力
に
よ
っ
て
定
土
る
共
債
格
で
あ

の
要
素
の
債
格
で
あ
る
、

る

ク
イ
ッ
ク
セ
U
F

は
此
の
如
く
、
利
子
に
つ
い
て
も
限
界
生
産
力
設
を
主
張
し
な
が
ら
、
而
も
チ
ユ
ク
ネ
y
の
利
子

限
界
生
産
力
読
を
不
精
確
な
り
と
批
評
す
る
。
此
批
評
の
内
容
は
如
何
な
る
志
の
で
あ
る
か
、
又
そ
れ
は
果
し
て

支
持
せ
ら
れ
う
べ
き
も
の
で
あ
る
か
。
こ
の
鮪
を
明
に
す
る
た
め
に
は
、
限
界
生
産
力
説
会
憧
に
劃
す
る
ク
イ
ッ

ク
k
y
の
立
場
ぞ
明
に
し
て
か
う
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

こ
う
に
勢
働
地
用
に
閲
す
る
・
ク
イ
ッ
ク
セ

Y
的
限
界
生
産
力
説
の
す
べ
て
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
の
で

は
な
い
。
た
Y
、
労
銀
や
地
代
の
限
界
生
産
力
説
と
、
利
子
に
闘
す
る
限
界
生
産
力
説
と
の
聯
絡
や
差
異
を
E
う

勿
論
、

考
へ
て
ゐ
に
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
だ
け
が
次
に
取
扱
は
う
と
す
る
問
題
で
あ
る
。

利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て

第
四
十
一
巻

ム
ハ
二
五

第
五
務

F七



利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て

第
四
十
一
巻

六
一
一
六

第
武
競

/¥ 

各
の
企
業
を
唱
と
っ
て
考
ふ
る
に
其
用
ム
る
資
本
の
最
後
の
部
分
の
生
産
力
と
利
下
歩
合
と
は
相
等
し
い
は
宇
で
あ
る
。

大
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
者
が
相
等
し
〈
な
る
ま
で
資
本
の
利
用
を
減
干
る
で
あ
ら
う
し
、
小
で
あ
る
な
ら
ば
、
英
反
封
の
こ
と
を
す
る
で
あ
ら
う
。

結
局
二
者
は
相
等
し
か
ら

F
る
合
得
ぬ
。
ウ
イ
ッ
ク
セ
ル
は
此
意
味
に
於
て
、
各
企
業
に
つ
い
て
み
る
限
h
J
、
利
子
の
限
界
主
産
力
説
は
正
し
い
、

と
い
ふ
。
と
こ
ろ
が
、
ウ
イ
ヅ
ク
セ
ル
は
勢
銀
、
地
代
に
関
す
る
限
界
生
産
カ
設
と
、
利
子
に
関
す
る
そ
れ
と
の
間
に
若
干
の
差
異
そ
認
め
る
。

勢
銀
〈
地
代
ド
つ
い
て
は
叙
法
そ
省
略
す
る
、
事
態
は
外
銀
に
関
寸
る
も
の
と
同
様
で
あ
る
)
の
限
界
生
産
力
説
は
各
企
業
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま

る
が
知
〈
、
枇
舎
経
硝
開
会
憾
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
と
こ
ろ
が
利
子
に
あ
っ
て
は
さ
う
で
は
な
い
。
利
子
の
限
界
生
産
力
説
は
、
勢
銀
が
既
知

数
と
し
て
見
ら
る
べ
詰
、
即
ち
典
へ
ら
れ
た
る
大
さ
の
も
の
で
み
る
場
合
に
の
み
、
一
足
に
く

b
か
へ
し
て
い
へ
ぽ
、
各
の
企
業
に
つ
い
て
の
み
め
で

は
ま
る
。
枇
合
雑
務
一
十
憾
に
つ
い
て
い
ふ
と
‘
資
本
の
噴
分
1
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
昨
一
昨
一
物
倒
知
と
の
比
が
刺
子
止
P
A
甘
ん
仏
決
定
す
品
と
は
い
ひ
が

た
い
。
資
本
の
増
加
に
よ
っ
て
勢
銀
が
増
加
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
住
産
が
撰
張
せ
ら
れ
守
、
邸
も
生
産
物
償
値
が
墳
加
し
な
い
こ
左
き
へ
も
め
り
符

る
。
腕
労
銀
と
利
子
と
の
間
に
各
の
限
界
生
産
力
と
の
関
係
の
か

3
0差
異
が
あ
る
こ
と
は
一
位
何
に
原
因
す
る
か
。

利
子
歩
合
が
こ
れ
よ
り
も

持
働
は
(
h
m
論
土
地
も
)
ぞ
れ
向
憾
の
技
術
的
車
位
に
よ
っ
て
計
ら
る
る
の
に
、
資
木
は
交
換
領
値
の
一
定
量
と
し
て
計
算
せ
ら
れ

Z
。
即
ち
各
の

資
木
財
は
そ
れ
白
憶
と
は
別
で
め
る
と
こ
ろ
の
皐
位
に
よ
っ
て
計
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
が
前
に
漣
ベ

τ来
た
と
こ
ろ
の
限
界
生
産
カ
と
債
務
主

の
聞
に
存
す
る
閥
係
の
差
巣
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
一
々
の
種
類
の
資
本
財
た
と
へ
ば
こ
の
機
械
め
の
原
料
と
い
ふ
志
の
を
中
心
と
し

て
考
ふ
る
な
ら
ば
拙
労
働
に
於
げ
る
と
同
様
な
る
償
格
、
限
界
生
産
力
問
の
関
係
が
め
る
か
と
い
ふ
に
さ
う
も
い
ひ
か
抱
る
。
何
と
な
れ
ば
、
そ
の
と
き

で
色
、
各
資
本
財
の
一
定
時
期
に
於
げ
る
取
盆
は
分
つ
で
も
、
号
れ
向
櫨
の
償
給
は
刺
子
歩
4
ー
を
殻
想
し
て
ゐ
る
か
ら
、
利
子
歩
今
を
問
問
昇
生
産
カ

に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
は
出
来
に
〈
い
。
結
局
循
環
論
を
免
れ
得
な
い
わ
り
で
め
る
。
か
う
い
ふ
困
難
か

ι免
れ
る
一
の
仕
方
が
あ
る
。
そ
れ
は

す
べ
て
の
種
類
の
資
本
(
巴
ご
に
2
U
邑

2
1
2ご
の
喋
認
な
る
起
原
を
と
り
入
れ
て
考
ム
る
こ

k
で
あ
る
。
か
く
て
ウ
イ
ッ
ク
セ
ル
は
資
本
財
を
、
一

年
古
さ
の
勢
働
、
二
年
古
さ
の
帥
労
働
と
し
て
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
前
蓮
の
限
界
生
産
カ
設
を
展
開
し
て
き
た
。

げ
れ
ど
も
、
資
本
財
を
原
本
生
産
財
K
古
さ
と
い
ム
時
閉
め
要
素
が
加
は
っ
た
も
の
と
見
る
考
方
に
よ
っ
て
、
ど
れ
だ
げ
の
困
難
が
打
ち
克
も
得

/
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
。
然
り
、
循
環
論
に
陥
ら
宇
し
で
刺
子
歩
令
そ
の
も
の
を
説
明
す
る
ピ
げ
の
こ
と
は
な
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
は
れ
得
ょ
う
。
げ

れ
ど
も
、
限
界
生
産
カ
に
よ
っ
て
枇
曾
経
滞
金
憶
じ
遮
ぜ
昌
と
乙
ろ
の
利
子
歩
令
を
執
明
じ
得
な
い
と
い
ふ
閃
難
は
依
然
と
し
て
建

ao

此
動
じ
閲
す
る
ウ
イ
ア
ク
セ
ル
の
見
解
を
、
な
ほ
・
少
し
く
あ
と
づ
げ
て
み
よ
う
。
今
め
る
社
舎
ぞ
と
っ
て
考
へ
る
。
そ
こ
で
は
枇
舎
の
全
流
動
資

本
(
合
資
本
と
み
る
べ
き
で
あ
る
)
が
貯
蔵
せ
ら
れ
た
る
葡
萄
酒
で
あ
る
と
す
る
。
而
も
此
資
本
は
強
め
一
定
の
貨
幣
債
値
を
も
つ
の

T
は
な
い
。
酒

op・cit.，p. 148， et se1. 7) 



は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
、
一
定
の
債
格
に
於
て
寅
ら
れ
る
(
外
岡
に
て
そ
の
債
絡
に
よ
っ
て
庄
活
資
料
が
買
は
れ
る
(
外
圃
か
ら
)
。
き
て
、
貯
蔵
酒

と
し
て
の
資
本
が
一
定
期
間
刈
へ
ば
凶
年
だ
げ
づ
〉
、
葡
萄
汁
を
貯
蔵
す
る
に
十
分
で
あ
る
と
せ
よ
。
此
場
合
に
は
、
四
年
生
産
が
個
人
の
立
場
か

ら
み
て
も
最
も
有
利
で
あ
る
。
若
し
果
汁

ω現
在
の
債
格
か
ら
、
五
年
生
産
が
有
利
で
あ

b
、
あ
る
も
の
が
五
年
生
産
を
管
ま
う
と
し
て
も
、
資
本

が
そ
れ
に
不
足
す
る
か
ら
、
原
料
の
果
汁
を
買
ム
資
金
が
不
足
し
、

εの
債
格
ひ
い
て
持
銀
色
下
落
す
る
。
げ
れ

E
も
新
酒
の
債
格
が
安
い
な
ら
、

更
に
短
期
の
生
産
が
有
望
と
な
る
。
四
年
生
産
に

h
E
る
は
す
で
あ
る
。
一
一
一
年
生
産
に
う
つ

h
が
た
い
こ
と
も
同
様
に
し
て
知
ら
れ
る
。
き
て
=
一
年

酒
の
債
格
が
九
O
、
四
年
酒
の
そ
れ
が
一

0
0
、
五
年
酒
の
そ
れ
が
一
一
O
で
あ
る
と
す
る
。
か
く
て
問
題
の
未
知
数
を
求
む
べ
き
す
べ
て
の
傑
件

が
輿
へ
ら
れ
た
る
こ
と
に
な
る
。

未
知
数
と
い
ふ
の
は
突
の
加
〈
で
あ
る
。
川
勾
符
利
子
歩
合
、
ゆ
果
汁
債
格
、
従
っ
て
勢
鋭
機
領
、
内
資
本
の
貨
幣
促
低
総
額
。

ま
づ
均
衡
に
於
げ
る
利
子
歩
合
は
一

oμ
以
上
、
一
一
%
以
下
、
た
と
へ
ば
一

0
・
五
%
で
ゐ
ら
う
。
一

od月
以
下
で
あ
る
な
ら
ば
、
五
年
生
産
が

有
利
と
な
り
、
一
一
必
以
上
で
あ
る
な
ら
ぽ
、
一
一
一
年
主
産
の
後
、
直
に
寅
h
放
っ
方
が
有
利
T
あ
る
。
き
う
す
る
と
、
利
子
歩
合
一

0
・五

μ
、
生
産

月
罰
a
H
F
コ
革
宇
コ
マ
こ
の
コ
ユ
H
F
h
J
塾

1
:
ご
ご
っ
自
白
目

p
t
t
J
t
k

ゴ
E
Z
Z
E
E
三

F
rノタ
t
'
3
こ
5
1
5
町
民
在
、
コ
F
コ
事
]
こ
さ

自ノ円
μ

E
主

u

fぷ
ι
'
L
「

l

+

β

F

E
主
じ
る
滞

i

一
〆
に
く
じ
ポ
L
ι
u
i
t
t
-
，
〆
ョ
‘

-
1
4
f
b
扇
町
芳
字
、
目
じ
一
一
一
主
じ

S
A
n
-
-
4
h
μ
九

v

d「
点

L
↓

十

二

主

U
O却
i
l
4』

げ
石
そ
れ
等
は
順
次
次
の
如
く
で
あ
る
。
♂

H
Q
・5
5
N
X
E
E・
4
t
i
H
H
C
・5
3
l
M
x
g
p
J
J
H
3
・HqU)1J
〈

O
H
G
-
5
2
1
h
果
汁
の
償
額
従
っ

て
労
銀
の
綿
額
は
大
七
で
め
る
(
三
H
(
こ手
)
L
x
g
G
H
司
叶
)
。
生
産
物
が
一
市
内
石
の
と
き
の
資
本
K
の
大
き
を
次
に
一
所
相
。

】内』リ門
(H
・g
u
}
L
+
(】
g
u
)
戸ヤ(】・
3
3
l
M
+
(
同・
3
M
)
l
J
X
】
き
日
再
三
巴
ロ
H
U
E
冨己目。ョ・

若
し
流
動
資
本
が
五
年
貯
裁
に
十
分
で
め
る
な
ら
ば
そ
の
時
の
資
本
鳩
額
は
、
突
の
加
〈
M
を
以
て
一
京
き
れ
る
。

開
制

H
〔

(
H
S一印
)Iri--・
・
:
:
:
:
:
:
・
+
(
】
・
さ
と
L
U
X
H
S
Z
5
5
5
H
A
S
M
冨
-
E
E巴

Z
て
此
際
な
る
ほ
ど
利
子
歩
合
は
待
望
の
限
芥
生
産
力
で
あ
る
。
貯
裁
期
間
の
一
年
の
増
加
に
よ
っ
て
、
新
に
得
ら
る
る
生
産
物
侠
値
の
増
分
は
一

0
0
と
一
一
O
と
の
差
額
、
又
は
九
O
と
一

0
0
と
の
差
額
で
あ

b
、
利
子
歩
合
は
一
一
%
と
一
O
%
と
の
中
間
で
め
る
。
チ
ユ
ウ
ネ
ン
の
利
子
歩

令
決
定
の
法
則
は
み
て
は
ま
る
。
と
こ
ろ
が
社
舎
の
全
資
本
に
つ
い
て
み
る
と
ど
う
で
あ
ら
う
か
。
四
年
生
産
か
ら
五
年
生
産
に
う
つ
る
と
、
資
本

の
増
額
一
O
八
(
百
高
て
こ
れ
に
際
宇
る
生
産
物
債
格
の
噴
分
一
O
(
百
高
て
比
比
学
九
・
二
五

μ
で
ゐ
品
。
し
か
し
利
子
歩
合
の
落
ち
つ
く
所
は

ミ

5

1

3

3

L

凶-ー=ァ

前
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
一

oμ
戸
叫
u
q
l
}と
九
%
戸
|
山
H
q
l
)と
の
問
即
ち
九
・
五
%
で
あ
ら
う
。
社
合
金
憶
の
資
本
増
分
に
謝
す
る
生
産
力
増

分
の
比
は
利
子
歩
合
と
合
し
な
い
。
ウ
イ
ッ
ク
セ
ル
は
。
こ
の
算
術
的
数
式
に
よ
る
主
張
を
複
利
計
算
を
胤
ひ
て
代
数
的
に
詮
明
し
て
ゐ
昌
が
、

に
立
入
る
ま
で
色
な
〈
、
其
主
張
の
骨
子
は
す
で
に
明
に
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
思
ム
。

利
子
症
産
力
説
に
つ
い
て

穴
ニ
七

第
四
十
一
巻

第
五
時
制

九

ε 
れ

A品

7
"
'
'

"''吋，

E

E

 
---
3
5
5
 

勾，ヴ
d

勾，，

E

E

E

 

-
-
-

P
L
P
&
p
 

，
，
，
 

-
-
-

t
t
t
 

・1

1

1

e
c
c
 

p
p
P
 

0

0

0

 

)
)
)
 

Q
O
Q
J
O
 

I
 



利
子
庄
産
力
説
に
つ
い
て

第
四
十
一
巻

六
二
八

第
五
披

O 

こ
の
利
子
理
論
に
ワ
い
て
考
ふ
る
所
を
記
し
て
み
よ
う
。
仰
此
場
合
、
流
動
資
本
が
=
一
年
生
産
に
足
る
と
い
ふ
と
き
、
足
る
と
い
ふ
こ
と
の
意
味

は
ど
う
で
あ
る
か
。
勺
ね
に
果
汁
一
万
の
債
格

rげ
が
一
抽
労
働
者
常
旬
発
銀
と
し
て
支
携
は
る
る
こ
と
が
前
提
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
勢
銀
の

決
定
に
闘
す
る
と
こ
ろ
の
可
な
り
任
京
的
な
る
仮
定
で
あ
る
。
何
故
に
さ
う
仮
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ね
か
、
此
動
、
頗
る
理
解
し
が
た
い
。
紛
糾
限

界
生
産
力
説
は
均
衡
に
於
げ
る
一
・
生
産
財
の
債
格
が
其
限
界
生
産
力
に
等
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
此
際
他
の
生
産
財
債
格
も
一
定
せ
ら
れ

τゐ
Z
。

此
事
情
の
下
に
於
て
、
限
界
草
位
の
動
き
に
負
ム
生
産
物
侠
値
の
増
分
と
し
て
、
そ
れ
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
、
る
傑
件
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば

各
企
業
に
つ
い
て
限
界
生
産
力
説
が
あ
て
は
ま
る
こ
と
は
、
や
が
て
枇
曾
鰹
神
全
躍
に
つ
い
て
そ
れ
の
あ
て
は
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ら
う
。

加
畑
論
、
ゥ
イ
ア
ク
セ
ル
の
今
の
例
設
に
於
て
は
社
合
一
全
憾
に
つ
い
て
み
る
限

h
、
限
界
坐
産
力
説
h
F
利
子
歩
合
に
つ
い
て
あ
止
ら
ぬ
向
そ
れ
は
均
待
状

h

h

)

J

一
J

'

〉

F
t
:
、
。
ゥ
2
2
J
2
一一
;
L
Lも
E
3
『

f

d

割
品
仁

f
-
d
Z
周
拍
r

一
て
刊
σ一
望
週
比
僻
討
を
一

ρ
A
U
F
P
C
-
t
T
P・4
0
-
占

L
t
E
F・σ
-
t
じ
た
し
凡
い
4
J
」
眉
?
を
，
4
J
1
4
4
ま
由
を
特
比
K
L
t
F
F

生
産
財
に
求
め
す
、
一
定
の
貨
幣
償
値
に
求
め
て
ゐ
品
。
此
二
の
事
情
の
何
れ
の
一
白
か
ら
で
も
、
枠
組
に
問
題
と
す
る
や
う
な
結
果
を
生
A
V
Z
T
あ
ら

う
。
か
〉
る
結
果
が
あ
る
か
ら
、
利
子
の
限
界
生
産
カ
説
と
勢
銀
の
限
界
生
産
カ
説
と
が
千
行
し
な
い
、
と
い
ふ
主
張
は
、
根
強
を
も
た
ぬ
。
勢
銀

に
つ
い
て
み
よ
。
ウ
イ
ッ
ク
セ
ル
の
大
総
支
持
し
て
ゐ
る
ベ
デ
品
の
表
に
つ
い
て
考
へ
て
み
よ
う
。

勢
働
者
数
を
増
加
す
る
と
仮
定
す
る

o
F
う
す
る
と
、
勢
銀
は
低
下
し
利
子
は
騰
貴
し
、
牛
一
産
期
間
は
一
向
縮
す
る
。
今
か
り
に
勢
銀
が
五

O
O
か

ち
聞
大

O
に
ま
で
低
下
す
る
ほ

E
、
勢
働
供
給
が
増
加
し
た

k
仮
定
し
よ
う
@
そ
の
時
の
状
況
は
、
突
の
如
く
に
な
る
は
宇
で
あ
る
。
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申

】

山

岳

凶

生
産
期
間
五
年
、
利
子
合
歩
一
四
%
帥
労
働
者
数
一
企
業
嘗

h
八
・
七
と
な
る
。
勢
働
者
数
の
増
分
に
謝
す
る
一
生
産
物
依
催
の
帯
分
を
求
め
て
来
る

と
、
前
者
は
八
・
七
五
と
六
・
六
六
と
の
差
、
約
二
・

O
九
で
あ
る
。
一
企
業
蛍

b
、
生
産
物
僚
値
は
間
三
二
九

3
8
X由
E
D
Z
H
A
S
E
)

か
ら
五
間
二
五



(S-x
∞
aH白
血
凶
印
)
に
増
加
す
る
。
従
っ
て
軸
労
働
一
皐
位
常

h
の
増
分
は
五
二
凶
と
な
る
。
社
A

世
田
全
慨
を
遁
じ
て
み
る
と
、
持
働
撤
量
と
生
産
物
債

値
と
の
何
れ
に
も
企
業
較
が
乗
ぜ
ら
る
る
の
で
あ
る
か
ら
、
北
比
率
に
礎
化
は
な
い
。
そ
こ
で
勢
銀
と
勢
働
の
限
界
生
産
力
と
の
比
較
を
見
る
。
前

者
は
凶
六

O
?
あ
る
の
に
、
後
者
は
五
二
四
ウ
イ
ク
セ
ル
が
利
子
歩
合
に
特
有
な
る
も
の
と
認
め
た
る
二
者
の
背
離
、
即
ち
社
曾
経
済
企
憶
を
通
じ

て
み
た
る
と
き
の
限
界
生
産
力
と
生
産
因
子
債
格
と
の
背
離
は
、
こ
の
場
合
に
色
認
め
ら
る
。

国

資
本
の
限
界
生
産
力
と
い
ふ
色
の
は
ま
こ
左
の
限
界
生
産
力
で
は
な
い
、
と
い
ふ
見
解
が
め
る
。
生
産
要
素
又

は
生
産
因
子
と
い
ふ
も
の
を
以
て
、
物
質
的
な
る
生
産
財
又
は
共
用
役
と
解
す
る
限
り

(
さ
う
す
る
こ
と
が
一
般

的
で
色
あ
る
が
)
、
な
る
ぽ
ど
資
本
用
役
は
生
産
要
素
で
は
な
い
。
而
し
て
、
限
界
生
産
力
説
と
い
ふ
の
は
つ
ね
に

生
時
要
素
の
限
界
生
産
力
と
北
九
債
格
と
が
相
等
し
い
、

又
は
前
者
げ
が
後
者
訟
決
定
す
る
h

E

と
い
ふ
主
張
F
M
W
E
h

法
味

U

て
ゐ
る
。
き
う
で
あ
る
限
り
、
資
本
用
設
の
債
格
で
あ
る
利
子
が
そ
の
所
謂
限
界
生
産
力
に
於
て
定
ま
る
と
い
ふ

関
係
色
、
限
界
生
産
力
識
の
中
に
含
ま
る
る
色
の
で
は
な
く
、
所
謂
限
界
生
産
力

S
ま
こ
と
の
限
界
生
産
力
で
は

な
い
、
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

け
れ
ど
色
、
あ
る
財
・
と
は
何
で
あ
る
か
。
責
買
せ
ら
る
る
も
の
は
す
べ
て
商
品
で
あ
る
限
り
、
而
し
て
商
品
は

つ
ね
に
責
買
ぜ
ら
る
る
財
で
あ
る
限
り
、
資
本
用
役
も
い
ふ
ま
で
も
な
く
財
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
の
利
用
せ

ら
る
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
に
生
産
物
憤
値
が
得
ら
る
る
な
ら
ば
、
そ
の
増
分
は
共
財
の
生
産
力
で
あ
る
。
其
限
界

草
位
の
生
産
力
は
限
界
生
産
力
で
あ
る
。
こ
れ
診
限
界
生
産
力
に
あ
ら
中
、
と
見
る
ぺ
き
何
の
論
擦
も
な
い
。
加

之
、
資
本
用
役
の
債
格
が
他
の
生
産
財
債
格
と
等
し
く
、
共
限
界
生
産
力
に
於
て
定
ま
る
な
ら
ば
、
此
闘
係
を
何

利
子
生
産
力
説
に
つ
い
「

第
四
十
一
巻

:JL 

第
五
披
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六=一

o

第
五
就

れ
の
場
合
に
も
遁
や
る
も
の
と
し
て
、
限
界
生
産
力
説
の
中
に
包
括
す
る
の
に
、
何
の
不
都
合
も
な
い
は
や
で
は

な
か
ら
う
か
。
に
Y
、
限
界
生
産
力
と
い
ふ
も
の
が
、
資
本
用
役
の
場
合
と
、
生
産
要
素
の
場
合
と
の
差
に
鷹
じ

て
、
若
干
共
趣
を
異
に
す
る
も
の
の
あ
る
こ
と
は
、
十
分
に
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
定
の
生
産
要
素
の
限
界
生
産
力
は
そ
の
生
産
要
素
に
る
物
財
の
作
用
と
し
て
、
い
は
ば
、
此
物
財
に
附
着
し

て
成
立
す
る
。
此
物
財
の
あ
る
岡
崎
性
に
よ
っ
て
成
立
し
た
る
生
産
力
の
増
分
で
あ
る
。
然
る
に
資
本
用
役
の
限
界

生
産
カ
は
如
何
な
る
一
定
的
物
駅
の
作
用
と
し
寸
も
威
主
し
な
い
。

「
l

J

f

l

、

k
kー
と
も

d

l

J

〉

E
E
r
a
-
E〉
U

3

a

布

:
t
u
当
局
布
重
量
UFヰ
十
月

L
し
詰

交
捗
な
〈
成
立
す
る
の
で
は
な
い
。
卸
ち
資
本
用
役
の
利
用
は
つ
ね
に
他
の
生
産
要
素
の
利
用
と
相
表
裏
し
て
ゐ

る
。
そ
こ
で
、
資
本
用
役
の
数
量
だ
け
を
動
か
す
こ
と
は
出
来
向
。
そ
れ
を
動
か
す
魚
に
は
必
十
他
の
生
産
要
素

の
数
量
伝
動
か
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
産
要
素
の
生
産
に
於
け
る
作
用
は
そ
れ
自
躍
が
物
質
的
に
生
産
物
の
中
に
入

り
こ
h
u

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
資
本
用
役
の
作
用
は
、
か
〉
る
生
産
要
素
の
作
用
の
種
h
H

な
る
も

、
、
、
、

の
を
種
々
な
る
組
合
せ
に
於
て
結
び
つ
け
る
こ
と
、
卸
ち
ぞ
れ
の
令
作
の
姿
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
故
に
資

本
用
役
の
限
界
生
産
力
は
生
産
要
素
の
作
用
の
結
合
を
媒
介
す
る
こ
と
か
ら
生
子
る
作
用
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
、
注
目
す
べ
き
他
の
見
方
が
あ
Z
。
亡
と
へ
ば
レ
オ
ン
・
ヲ
ラ
ユ
に
よ
る
と
、
査
本
用
役
は
貫
質
に
於
て
固
定
的
資

本
財
の
用
役
で
あ
る
。
こ
れ
は
土
地
的
資
本
の
用
役
、
人
的
資
本
と
も
い
ふ
べ
き
叫
労
働
者
の
用
役
と
相
な
ら
び
て

動
産
的
資
本
の
用
役
と
見
ら
れ
る
。
而
し
て
、
土
地
用
役
の
債
格
が
地
代
で
あ
り
、
人
的
資
本
の
用
役
の
債
格
が

持
銀
で
あ
る
が
如
〈
、
動
産
的
資
本
の
用
役
の
債
格
は
利
子
で
あ
る
。
此
揚
令
利
子
が
封
債
と
し
て
支
捕
は
る
ろ



と
こ
ろ
の
資
本
用
役
は
固
定
的
資
本
財
の
用
役
で
あ
る
。
此
用
役
の
生
産
力
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
・
固
定
的
資
本

財
と
い
ふ
物
財
に
附
着
し
て
成
立
す
る
。
其
知
に
於
て
、
そ
れ
は
他
の
生
産
要
素
の
生
産
力
と
こ
と
な
る
と
こ
ろ

を
も
た
ね
。
こ
の
見
解
に
つ
い
て
今
、
多
く
を
遁
ぷ
る
必
要
は
な
い
。
ま
こ
と
の
資
本
用
役
は
固
定
的
費
本
財
の

用
役
で
な
い
こ
と
、
土
地
の
用
役
で
な
く
、
努
働
者
の
用
役
た
る
勢
働
で
な
い
と
同
じ
い
。
資
本
用
役
は
費
本
を

以
て
、
勢
働
を
買
ひ
、
土
地
用
役
を
買
ひ
、
固
定
的
資
本
財
の
用
役
を
買
ひ
入
れ
て
、
こ
れ
ら
を
結
合
す
る
が
故

に
の
み
資
本
用
役
で
あ
る
。
タ
イ
ツ
h
y

セ
U
Y

は
ペ
エ
ム
に
な
ら
っ
て
、
資
本
を
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
原
本
生
産
財
と
な

し
.
こ
れ
と
帥
労
働
.

そ
れ
の
貯
蓄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
耕
仁

地
用
の
如
き
原
本
生
産
財
と
の
異
な
る
と
と
ろ
は
た
げ
三

LPT4Jhソ
レ
同

k
f
'
'
D
C

よ
i
-
《

寸

E

〈

p
f
p
z
v
J
1
ι
盃
，
?
、

1
ノ

ノ

J

ベ
y
r
U
Eノ
儲
月

e
古

予

-
-
3
4
3
3
3
t
ノ
コ
コ
7

2

P

B

、

力
、
;
4
一
世
く
刀

C
一判叫

L
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M
O
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-
F
U
J
4
2

:ニ
)
a
z
S
E
-
-
)
t
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=

J
A
σ
一
芸
持
信
仰
σ
一
実
長

τ

(
ペ
エ
ム
は
共
市
場
に
於
け
る
利
子
決
定
理
論
に
於
で
、
資
本
を
一
定
の
貨
幣
額
と
し
て
あ
ら
は
し
て

あ
る
べ
き

ゐ
か
)
資
本
は
一
定
の
古
さ
を
も
っ
査
本
財
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
資
本
の
限
界
生
産
カ
と
い
ふ
の
は
、
資

本
財
の
古
さ
の
生
産
力
と
な
っ
て
し
ま
ふ
。
部
ち
一
定
の
古
さ
を
も
円
資
本
財
の
作
用
と
し
て
の
み
成
立
す
る
。

加
之
、
此
見
方
を
お
し
つ
め
て
ゆ
く
と
、
貯
蓄
せ
ら
れ
な
い
二
即
ち
現
在
の
生
産
期
間
に
於
け
る
掛
倒
、
地
用
は

費
本
と
何
の
交
捗
を
・
色
色
た
ぬ
こ
と
に
な
る
。
資
本
の
生
産
力
を
一
定
の
物
財
の
作
用
と
見
る
見
方
の
許
し
が
た

き
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
る
通
り
で
あ
る
左
共
に
、
資
本
が
地
用
や
勢
働
左
交
捗
を
も
た
ぬ
と
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
ら
が
資
本
に
よ
っ
て
買
は
る
る
こ
と
、
J

即
ち
資
本
が
こ
れ
ら
の
生
産
財
を
一
定
の
姿
に
結
び
つ
け
る
作
用
を
金

く
認
め
得
な
い
こ
と
に
な
る
。

利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て
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第
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十
一
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ム

ノ、

第
克
一
披

四

生
産
要
素
の
限
界
生
産
力
は
一
般
に
他
の
生
産
要
素
の
結
合
を
そ
の
ま
¥F

に
し
て
置
い
て
、
問
題
と
す
る
生
産

要
素
の
み
、
極
小
量
を
動
か
し
七
る
場
A
口
、
こ
れ

E
、
そ
れ
に
臆
じ
て
韓
関
守
る
生
産
物
便
値
の
増
分

E
の
比
と
見

ら
れ
て
ゐ
る
。
今
、

一
定
の
生
産
要
素
の
み
を
極
小
量
だ
け
動
か
す
と
い
ふ
場
合
、
ぞ
れ
を
短
期
に
於
て
行
は
る

る
も
の
と
見
る
か
、
長
期
じ
亙
っ
て
行
は
る
る
も
の
と
見
、
従
っ
て
計
査
費
用
曲
綜
を
前
提
と
す
る
も
の
と
し
て

見
る
か
、
此
黙
に
問
題
と
す
べ
き
色
の
炉
あ
る
け
れ
ど
ち
、
そ
れ
に
は
蕊
に
立
入
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が
資
本
の
限

界
生
産
力
J
L
L

い
ふ
も
の
は
、
如
何
な
右
京
味
に
於
七
色
、
他
の
生
産
4

財
、
削
a
H
生
産
要
素
佐
寸
ぺ
て
一
定
の
止
、

に
し
て
、
資
本
数
量

rげ
を
動
か
寸
場
合
の
生
産
物
償
値
の
増
分
・
と
し
て
考
へ
ら
る
る
こ
と
は
出
離
向
。
資
本
の

み
そ
動
か
し
て
他
の
生
産
財
の
結
合
を
一
定
の
も
の
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
が
資
本
の
性
質
上
本
来
不
可
能
の
こ
主

で
あ
る
か
ら
。
従
っ
て
、
安
本
の
限
界
生
産
力
は
た
Y
、
残
像
生
産
力
卸
ち
純
生
産
力
と
し
て
の
み
考
へ
ら
れ
得

る
。
資
本
を
増
加
せ
し
か
る
と
共
に
、
他
の
生
産
要
素
を
も
増
加
せ
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
に
る
生
産
物

債
値
か
ら
、
他
の
生
産
要
素
偵
格
ぞ
差
引
き
士
る
蔑
徐
を
、
共
資
本
増
分
の
生
産
カ
左
見
Z
見
方
に
よ
る
の
で
あ

る
資
本
以
外
の
生
産
財
の
限
界
生
産
力
を
考
ふ
る
に
嘗
つ
て
は
、
こ
れ
を
生
産
物
債
値
の
費
本
数
量
に
闘
す
る
偏

微
分
係
数
と
し
て
見
る
こ
と
を
一
般
と
す
る
。
そ
れ
は
結
合
せ
ら
れ
た
る
生
産
財
の
数
量
を
す
べ
て
典
へ
ら
れ
た

る
ま
う
の
も
の
と
し
て
、
た
Y

一
の
生
産
財
の
み
を
極
小
量
だ
け
襲
化
せ
し
な
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
限
界
生

産
力
設
が
資
本
利
子
の
説
明
を
も
そ
の
中
に
包
括
せ
し
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
ま
、
の
形
で
あ
る
こ
と
を



許
き
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
他
の
生
産
財
債
格
の
設
明
に
於
て
、
共
生
産
財
に
闘
す
る
生
産
物
債
値
の
偏
微
分
係
教
が

債
格
に
等
し
い
、
と
い
ふ
こ
と
の
事
買
に
あ
て
は
ま
る
か
否
か
、
ぞ
れ
は
吟
味
を
要
す
る
一
の
問
題
で
あ
る
が
、

こ
の
鞘
を
し
ば
ら
く
、
離
れ
て
見
る
に
し
て
も
、
利
子
の
説
明
を
も
限
界
生
産
力
設
の
中
に
包
招
し
よ
う
と
す
る

限
h
ノ
、
限
界
生
産
力
を
以
て
純
生
産
力
と
し
て
の
限
界
生
産
力
と
な
し
、
生
産
財
債
格
が
偏
微
分
的
な
る
限
界
生

産
力
に
よ
っ
て
定
め
ら
る
る
こ
と
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
同
時
に
襲
化
せ
ら
る
べ
き
他
の
生
産
財
の
歎
量
の
大

き
が
零
で
J

の
る
場
合
の
こ

E
と
し
て
削
併
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
従
来
、
限
界
生
産
力
の
世
質
に
つ
い
て

此
の
・
如
き
主
振
を
企
つ
る
も
の
の
な
か
っ
仁
の
は
、
他
の
生
産
財
領
格
と
利
子
と
じ
つ
い
て
、
こ
れ
を
一
括
し
た

る
限
界
生
底
力
説
の
説
明
を
試
み
る
も
の
の
な
か
っ
た
結
果
で
は
な
か
ら
う
か
。
に

E
へ
ば
、
タ
イ
ツ
グ
セ
耐
に
つ

い
て
み
る
に
、
ま
づ
原
本
生
産
財
の
償
格
が
限
界
生
産
力
に
於
て
定
ま
る
も
の
と
し
て
説
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
而

も
そ
の
際
、
資
本
な
き
生
産
が
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
を
要
す
る
。
次
に
資
本
を
用
ふ
る
生
産
に
於
て

は
、
資
本
利
子
炉
資
本
の
限
界
生
産
力
に
於
て
定
ま
る
こ
と
が
説
明
せ
ら
れ
る
、
た
Y

此
資
本
を
取
入
れ
た
る
生

産
に
於
て
、
原
本
生
産
財
債
格
が
同
様
に
限
界
生
産
力
に
於
て
定
ま
る
か

c
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
格
別
の
論
誼
が
試

み
ら
れ
や
、
き
う
で
あ
る
こ
と
を
自
明
の
こ
と
土
見
ら
れ
て
ゐ
る
。

五

利
子
の
限
界
生
産
力
説
に
封
す
る
最
も
根
本
的
な
る
批
判
は
、
こ
れ
を
以
て
一
種
の
循
環
論
で
あ
る
と
す
る
色

の
で
あ
る
。
生
産
財
の
債
格
は
す
べ
て
生
産
物
の
債
格
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
。
と
こ
ろ
で
資
本
が
生
産
力
w

卸

利
子
生
産
カ
設
に
つ
い
て

第
五
時
蜘

J

第
四
十
一
巻
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J、
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利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て

第
四
十
一
倉

六
三
回

第
五
就

一六

ち
補
償
以
上
の
生
産
物
債
値
を
生
や
る
、
と
い
ふ
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
賓
本
を
以
て
買
え
る
る
生
産
財
の

債
格
が
生
産
物
の
債
格
よ

h
E小
な
る
こ
主
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
此
聞
の
聞
き
は
何
に
ま
っ
て
定
ま
る
か
op

そ
れ

は
常
に
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
、
生
産
財
の
債
格
が
生
産
物
の
債
格
に
等
し
〈
な
い
の
は
利
子
歩
合
の
あ
る
が
た
め

で
あ
J

り
、
利
子
歩
合
の
大
さ
に
よ
っ
て
此
ニ
の
聞
の
閑
』
目
、
従
っ
て
資
本
の
生
産
力
の
大
き
が
定
ま
る
。
縫
っ
て

査
本
の
生
産
力
が
利
子
歩
合
に
よ
っ
て
定
ま
る
以
上
、
利
子
歩
合
が
生
産
力
に
於
て
定
ま
る
と
い
ふ
の
は
、

穏
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利
子
歩
合
を
ゆ
況
か
る
l
L
乙
ろ
の
別
の
事
情
が
あ
り
、

そ
れ
に
臆
じ
て
生
産
財
の
債
格
が
定

ま
る
も
の
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

今
日
ま
で
利
子
を
説
明
す
る
立
場
を
大
別
す
る
と
、
二
の
も
の
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

一
は
生
産
力
の
側
に
着

眼
す
る
も
の
で
あ
h
d
、
他
は
制
欲
時
差
等
の
心
理
的
な
る
側
じ
着
眼
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
後
者
に
利
子

説
明
の
根
擦
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
が
、
生
産
力
識
を
斥
け
よ
う
と
す
る
の
は
自
然
の
勢
で
あ
る
o

勿
論
こ
れ

は
自
然
の
勢
で
あ
っ
て
、
必
然
の
聯
闘
で
は
な
い
。
あ
る
立
場
か
ら
は
、
此
二
の
側
面
の
結
合
乃
至
調
和
が
企
て

ち
れ
る
。
例
へ
ば
マ
ア
シ
ヤ

Y
に
於
て
は
、

一
方
か
ら
費
本
用
役
の
供
給
一
ペ
他
方
か
ら
其
需
要
が
説
明
せ
ら
れ

ょ
う
と
す
る
。
ペ
エ
ム
の
立
場
は
表
面
上
、
生
産
力
説
を
徹
底
的
に
斥
け
な
が
ら
、
共
貫
時
差
詰
な
る
主
観
的
要

素
L
」
生
産
力
k
い
ふ
客
観
的
要
素
と
の
二
を
と
も
に
、
利
子
の
説
明
の
根
本
と
し
よ
う
と
す
る
。
た
Y
此
二
者
の

作
用
の
聯
絡
に
つ
い
て
あ
ま
た
の
考
察
す
べ
き
問
題
を
蔑
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
主
観
的
な
る
側
面
に
利
子
詑
明

の
根
本
を
置
く
と
共
に
、
生
産
力
読
を
斥
〈
る
立
場
は
ア
旦
夕
ア
に
於
て
最
も
明
確
に
認
め
ら
れ
る
。



y

ェ
タ
ア
の
主
張
は
、

ペ
エ
ム
の
生
産
力
説
が
十
分
な
る
論
誼
を
も
ち
得
ぬ
こ
と
を
出
後
賄
と
し
て
ゐ
る
。

フ

ェ
タ
ア
は
、
ベ
エ
ム
が
資
本
の
生
産
力
説
に
劃
し
て
徹
底
的
な
る
論
駁
を
加
へ
な
が
ら
、
共
利
子
歩
合
の
説
明
に

於
て
は
や
は
り
資
本
の
債
値
生
産
力
を
必
要
な
る
前
提
と
し
て
ゐ
る
。
而
色
何
故
に
資
本
の
生
産
力
が
存
立
せ

.5

る
べ
か
ら
玄
る
か
に
つ
い
て
は
論
置
を
加
へ
て
ゐ
な
い
、
た
い
〉
こ
れ
を
経
験
的
な
る
事
賓
と
し
て
椴
定
す
る
に
止

ま
っ
て
ゐ
る
。
十
分
な
る
論
誼
が
加
へ
得
ら
れ
ぬ
以
上
、
之
を
利
子
歩
合
の
結
果
と
し
て
見
る
司
べ
き
で
は
な
い

か
。
加
之
、
消
費
利
子
は
極
め
て
廉
汎
な
る
現
象
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
生
産
力
説
に
よ
っ
て
説
明
せ
ら
る
る
こ
と

ば
出
来
ぬ
。
主
観
的
傾
向
に
よ
っ
て
、
消
費
利
子
を
説
明
す
る
と
共
に
生
産
利
子
炉
一
色
説
明
し
う
べ
く
、
そ
れ
の

結
果
'
と
し
て
、
資
本
の
生
産
力
の
存
立
す
る
所
以
df
明
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

フ
品
タ
ア
の
批
評
の
要
動
は
、
資
本
の
生
産
力
か
ら
利
子
を
説
明
す
る
の
は
、
循
環
論
で
め
る
左
い
ふ
に
臨
す

る
。
左
こ
ろ
で
、
此
立
論
の
前
提
は
生
産
物
債
格
の
生
産
財
債
格
と
し
て
の
蹄
属
が
十
分
に
行
は
る
る
は
十
で
あ

る
と
い
ふ
こ
主
で
あ
る
。
動
態
的
事
情
即
ち
摩
擦
的
抵
抗
に
よ
っ
て
蹄
属
の
十
分
に
行
は
れ
.
さ
る
こ
と
は
、
こ
h

に
論
及
す
る
必
要
も
な
い
。
そ
れ
を
離
れ
て
い
ふ
も
蹄
属
が
十
分
に
行
は
る
る
と
い
ふ
前
提
そ
の
も
の
が
な
ほ
吟

球
を
要
す
石
。
そ
れ
が
十
分
に
行
は
る
る
た
め
に
は
、
費
本
の
十
分
に
興
へ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
け

れ
E
も
、
此
健
件
は
い
つ
も
み
た
き
れ
な
い
。
資
本
の
生
産
力
の
根
擦
は
こ
〉
に
あ
っ
て
、
利
子
歩
合
じ
み
&
の

で
は
な
い
。
従
・
っ
て
資
本
の
生
産
力
が
利
子
歩
合
を
前
提
と
す
る
と
い
ふ
主
張
は
色
と
よ
り
成
立
し
が
た
。
ぃ
。

此
資
本
の
不
足
は
皐
な
る
経
験
的
事
貫
と
し
て
の
み
見
忍
べ
き
で
あ
る
か
。
さ
う
で
あ
る
な
ら
ば
資
本
の
生
産

剥
子
生
産
カ
設
に
う
い
て

第
四
十
一
巻

六
三
五

第
五
披

七



利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て

第
四
十
一
血
管

六
三
六

第五睡眠-

i¥. 

カ
を
以
て
経
験
的
事
貫
と
し
て
前
提
と
す
る
生
産
力
の
立
場
と
理
論
の
強
み
に
於
て
選
ぶ
と
こ
ろ
は
な
い
で
あ
ら

う
。
然
ら
ば
こ
れ
を
如
何
に
し
て
必
然
的
な
る
保
件
と
し
て
認
め
得
る
で
あ
ら
う
か
。
之
を
必
然
な
ら
し
む
る
も

の
は
一
方
に
於
て
階
級
嗣
係
で
あ
る
、
他
方
に
於
て
人
口
の
法
則
、
帥
も
人
口
増
加
の
傾
向
で
あ
る
。
階
組
関
係

は
生
産
財
領
格
、
究
極
に
於
て
勢
銀
の
大
き
を
あ
る
大
き
に
制
限
す
る
。
資
本
の
大
き
が
人
口
、
生
産
+
刀
法
正
の
闘

係
か
ら
見
て
、
こ
れ
以
上
の
都
銀
営
掛
は
し
め
う
る
ほ
ど
に
議
す
る
な
ら
ば
、
人
口
が
増
加
す
る
。
而
し
て
、
資

本
と
人
口
ど
の
聞
係
を
し
て
、
寸
分
な
る
蹄
属
の
布
は
れ
科
ど
る
ほ
ど
じ
不
足
な
る
司
も
の
な
ら
し
め
る
。
か
b

る

内
容
の
こ
と
や
入
口
増
加
の
傾
向
ピ
け
か
ら
導
き
得
な
い
か
。
現
貫
に
於
け
る
人
口
増
加
の
速
度
が
資
本
増
加
の

速
度
よ

h
も
大
で
あ
る
と
は
一
概
に
論
断
し
に
く
い
で
あ
ら
う
。

又
階
級
闘
係
の
支
配
に
け
か
ら
導
き
出
さ
れ
得

な
い
か
。
資
本
増
加
が
念
漆
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
定
の
勢
銀
を
前
提
と
す
る
と
き
、
過
剰
の
資
本
が
あ
ら
は
れ
な

い
で
あ
ら
う
か
、
而
し
て
資
本
の
不
足
を
除
き
去
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
た
Y
階
級
闘
係
に
よ
っ
て
定
ま
る
一

定
の
生
活
標
準
が
都
銀
を
支
配
す
る
場
合
、

の
査
本
数
量
が
あ
る
な
ら
ば
、
此
館
地
の
奥
へ
ら
る
る
と
こ
ろ
で
は
人
口
が
急
速
に
増
加
す
る
と
い
ふ
人
口
法
則

一
定
の
生
産
方
訟
を
前
提
左
し
な
が
ら
此
労
銀
を
拙
う
て
徐
る
ほ

E

の
助
け
を
借
る
と
き
に
、
資
本
不
足
が
皐
な
る
経
験
的
所
奥
か
ら
、
必
然
性
を
も
っ
と
こ
ろ
の
想
定
保
件
と
な

る
。
(
一
九
三
五
、
七
、
4
4
2
J

午
前
十
一
時
)


